
様式第二号の八（第八条の四の五関係）

年 06 月 26 日

殿

　提出者

住　所

氏　名

電話番号 - -

郡

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

（日本産業規格　Ａ列４番）

（第１面）

産業廃棄物処理計画書

2024

静 岡 県 知 事

静岡県榛原郡吉田町大幡３５０番地３

日本ハムファクトリー株式会社　静岡工場

増田恒政

　(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

0548 32 6111

事 業 場 の 名 称 日本ハムファクトリー株式会社　静岡工場

事 業 場 の 所 在 地 静岡県 榛原 吉田町大幡350-3

計 画 期 間 2024/4/1 ～ 2025/3/31

① 事 業 の 種 類 食料品製造業

② 事 業 の 規 模 製造品出荷額：144億4840万円

③ 従 業 員 数 521名

④ 産 業 廃 棄 物 の
一連の処理の工程

別紙1に示す

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他そ
の処理に関する計画を作成したので、提出します。



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

5

ｔ

ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ

ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の分別に関する事項

（第２面）

【前年度（令和　 年度）実績】

産業廃棄物の種類 排出量

0.000 

0.000 

産業廃棄物の種類 排出量

0.000 

0.000 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

（管理体制図）
総括責任者：静岡工場工場長　小蔦繁
処理責任者、技術管理者：技術管理課係長　塚本直樹
推進委員：製造係、間接係（全13係）のISO推進責任者
処理施設管理部門（汚泥脱水機）：技術管理課技術管理者（塚本）

総括責任者：総括的な把握を行う。
処理責任者：各記録をチェックし長期的な処理計画を策定する。
技術管理者：施設の技術上の維持管理。
処理施設管理部門：発生から処分に至るまでの総括的な把握。
　　　　　　　　　処理、収集運搬業者の選定～処理契約の締結。
　　　　　　　　　マニフェストの発行及び管理。　
　　　　　　　　　行政への報告、届出。

①現状

②計画

①現状

②計画

別紙２に示す。（上記排出量等



自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

5

ｔ

ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ

ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

5

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

（第３面）

【前年度（令和　 年度）実績】

産業廃棄物の種類
自ら再生利用を行った

産業廃棄物の量

0.000 

0.000 

産業廃棄物の種類
自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

0.000 

0.000 

【前年度（令和　 年度）実績】

 産業廃棄物の種類
自ら熱回収を行った
産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量した
産業廃棄物の量

　有機性汚泥 0.000 13,990.300 

0.000 0.000 

・廃水処理場薬品変更による脱水汚泥含水率の低減。
・製造工程からの汚水量削減。
・脱水機濾布交換等定期メンテナンスによる脱水汚泥含水率の低減。
・脱水助剤導入検討による含水率低減。
・膜曝気設備導入による汚泥発生量削減。

 産業廃棄物の種類
自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

　有機性汚泥 0.000 13,848.900 

0.000 0.000 

①現状

②計画

①現状

②計画



・廃水処理場薬品変更による脱水汚泥含水率の低減。
・製造工程からの汚水量削減。
・脱水機濾布交換等定期メンテナンスによる脱水汚泥含水率の低減。
・脱水助剤導入検討による含水率低減。
・脱水機更新検討。



自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

5

ｔ

ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ

ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

5

（これまでに実施した取組）

（第４面）

【前年度（令和　 年度）実績】

産業廃棄物の種類
自ら埋立処分又は海洋投入

処分を行った産業廃棄物の量

0.000 

0.000 

産業廃棄物の種類
自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

0.000 

0.000 

【前年度（令和　 年度）実績】

①優良認定処理業者への処理委託量
②再生利用業者への処理委託量
③認定熱回収業者への処理委託量
④認定熱回収業者以外の熱回収を行う
　業者への処理委託量

①
（t）

②
（t）

③
（t）

④
（t）

全処理委託量
（t）

0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 

0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 

産業廃棄物の種類

①現状

②計画

①現状



【目標】

（今後実施する予定の取組）

（第５面）

①優良認定処理業者への処理委託量
②再生利用業者への処理委託量
③認定熱回収業者への処理委託量
④認定熱回収業者以外の熱回収を行う
　業者への処理委託量

①
（t）

②
（t）

③
（t）

④
（t）

全処理委託量
（t）

0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 

0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 

※事務処理欄

産業廃棄物の種類

②計画

別紙3に示す。



（第６面）
備考
　１　前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

　２　当該年度の６月30日までに提出すること。

　３　「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入するこ
     と。

　　(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。
　　(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請
　　　完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ
　　　事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。
　　(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するま
　　　での一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。

　４　「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中
　　間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間
　　処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。

　５　「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量
　　を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行
　　令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収
　　施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ
　　る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者へ
　　の焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

　６　それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと
　　おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の
　　種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入
　　すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないとき
　　は、「―」を記入すること。

　７　※欄は記入しないこと。



④産業廃棄物の一連の処理の工程・・別紙１

製造工程 廃棄物 最終処分方法

解凍

処理

活性汚泥 汚泥 脱水汚泥

脱水機

塩漬

製造工程から排出される物

肥料化製造 廃水処理残渣

廃蛍光灯 焼却（中間）⇒埋立 他製品廃棄等

廃乾電池 破砕・不溶化

配合

充填

ダンボール 製紙原料

加熱 木屑（廃チップ） 有価物引取り

包装

*全工程にて金属屑の発生有り→有価引取り（金属原料）

梱包

出荷

*廃試薬：廃酸類、廃油類、有害汚泥、無機汚泥

検査工程 *廃試薬 焼却⇒埋立

他：工事関連でがれき類・ばいじん・安定型混合廃棄物が排出される。

原料肉

工場廃水

副原料

廃プラ（ポリ
シート）

廃水処理施設 肥料化製造

動物性残渣

油脂製品製造
*一部有価化

廃プラ

焼却（中間）⇒埋立
*熱回収有

汚れ付きの物

固形燃料製造 汚れなしの物

汚泥
コンクリート原料製造
メタン発酵

ガラス・陶磁
器屑及びコン
クリート屑

破砕（中間）⇒埋立

包材・ダンボール等

プラスチック
製容器包装

固形燃料製造

木屑 燃料利用

有価引取り



産業廃棄物の排出の抑制に関する事項・・別紙２
産廃の種類 排出量（前年度実績） これまでに実施した取組み 今期目標 今後実施する予定の取組み

1
有機性汚泥
（コード：0210000）

15,131.4 

・廃水処理施設の運転方法一部変更による余剰汚泥排出削減
・脱水機整備による脱水汚泥含水率の低減
・膜曝気設備導入による余剰汚泥発生量削減。
・返送汚泥量増加による汚泥引抜量削減

14,984.5 

・脱水助剤導入検討による脱水汚泥含水率の低減
・脱水機更新による含水率低減
・汚泥消滅装置導入検討
・DO管理値見直しによる汚泥削減

2
動・植物性残渣
（コード：1000000）

363.2 

・製造係での歩留り向上、不良率削減（ISO取組み）
・処理工程での有利原料選定による処理歩留り向上
・分別による一部有価物化
・可食部廃棄削減の取組み実施。

359.5 
・製造係での歩留り向上、不良率削減（ISO取組み）
・削減目標（残渣削減）を掲げた取組みの実施。

3
廃プラスチック類
（コード：0600000）

203.1 
・ISO取組みによる削減

199.0 
・ISO取組みによる削減
・解凍方法見直し検討（含水削減）

4
プラスチック製廃容器包装
（コード：0604000）

126.3 
・包装工程でのフイルムロス削減（ISOの取組み）
・使用資材の薄肉化による廃フイルム重量削減
・裏面ステッカー廃止によるシール廃棄削減

123.7 

・包装工程でのフイルムロス削減（ISOの取組み）
・使用資材の薄肉化による廃フイルム重量削減（3件/年以上実
施）
・廃プラ有価化へ向け業者開拓及び破砕機導入検討を行い有
価化

5
木屑
（コード：0800000） 0.7 

・廃チップ有価物化
0.7 ・備品納品用木枠等の削減

6
ガラス陶磁器屑
（コード：1300000） 1.4 ・工事によりスポット的に発生 1.4 ・工事によりスポット的に発生の為コントロール不可

7
石綿含有産業廃棄物
（コード：2440000） 0.3 ・工事によりスポット的に発生 0.3 ・工事によりスポット的に発生の為コントロール不可

8
安定型混合廃棄物
（コード：2100000） 1.8 ・新規発生のため取組なし 1.8 ・工事時の分別強化→可能な限りな有価化（鉄類）

9
廃酸
（コード：0400000） 10.3 ・液部の排水処理実施 10.3 ・有価化の検討

10
廃油
（コード：0300000） 0.2 ・工事によりスポット的に発生 0.2 ・工事によりスポット的に発生の為コントロール不可

11
ph２.０以下の廃酸
（ｺｰﾄﾞ：7100000） 0.1 ・検査工程での検査方法工夫による廃試薬削減（瓶類削減） 0.1 ・検査工程での検査方法工夫による廃試薬削減
廃アルカリ
（コード：1310000） 0.1 ・検査工程での検査方法工夫による廃試薬削減（瓶類削減） 0.1 ・検査工程での検査方法工夫による廃試薬削減
ph２.０以下の廃酸（有害）
（ｺｰﾄﾞ：7100000） 0.0 ・検査工程での検査方法工夫による廃試薬削減（瓶類削減） 0.0 ・検査工程での検査方法工夫による廃試薬削減

合計 15,838.8 15,681.6 

対昨年比 99.0%
対昨年1.0％減を目標とする。



産業廃棄物の処理の委託に関する事項・・・別紙3

産廃の種類 前年度実績 目標 前年度実績 目標 前年度実績 目標 前年度実績 目標 前年度実績 目標
有機性汚泥
（コード：0210000） 1,141.2 1,135.6 74.5 73.4 1,006.2 991.1 0.0 0.0 0.0 0.0 
動・植物性残渣
（コード：1000000） 363.2 359.5 0.0 0.0 361.5 357.9 0.0 0.0 1.7 1.6 
廃プラスチック類
（コード：0600000） 203.1 199.0 83.7 82.9 84.5 83.7 83.7 82.9 118.6 117.4 
プラスチック製廃容器包装
（コード：0604000） 126.3 123.7 126.3 125.0 126.3 125.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
木屑
（コード：0800000） 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 
ガラス陶磁器屑
（コード：1300000） 1.4 1.4 0.9 0.9 0.0 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 
石綿含有産業廃棄物
（コード：2440000） 0.3 0.3 0.3 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 
安定型混合廃棄物
（コード：2100000） 1.8 1.8 1.83 1.80 0.00 1.8 0.0 0.0 0.0 0.0 
廃酸
（コード：0400000） 10.3 10.3 10.3 10.2 0.0 10.3 10.2 0.0 0.0 0.0 
廃油
（コード：0300000） 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 
ph２.０以下の廃酸
（ｺｰﾄﾞ：7100000） 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 
廃アルカリ
（コード：1310000） 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 
ph２.０以下の廃酸（有害）
（ｺｰﾄﾞ：7100000） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
合計 1,848.5 1,832.7 298.7 295.2 1,579.6 1,572.5 93.9 82.9 120.2 119.0 
対昨比 99.1% 98.8% 99.6% 88.3% 99.0%

これまでに実施した取組み

今後実施予定の取組み

全処理委託量 優良認定処理業者への処理委託量 再生利用業者への処理委託量 認定熱回収業者への処理委託量 認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者へ

全処理委託量の削減に関する取組みは別紙2記載の通り。優良認定業者への処理委託量については、既存業者への優良認定
取得呼びかけ及び優良認定業者への切替検討している。

全処理委託量の削減に関する取組みは別紙2記載の通り。優良認定業者への処理委託量については、既存業者への優良認定
取得呼びかけ及び優良認定業者への切替検討。


